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ラスタのインポート

バイナリファイル閲覧機能を使う

画像ファイルをもらい
ま し た が、 正 し く イ ン
ポートできません。

バイナリファイルの閲覧機能を使って、
54 バイトのヘッダと 1536 バイトの周
期的なレコードが別れて存在すること
が分かりました。

推 定 し た パ ラ メ ー タ を
使ってユーザ定義でラス
タをインポートします。

FF 値は、使用されていない
ファイル領域か、画像上部の 
ヌ ル セ ル の 始 ま り を 示 し 
ます。もっと検査が必要です。

単なる観察からでもファイ
ル構造に関する情報が十分
得られますので、正しいイ
ンポートパラメータに関す
る妥当な憶測を立てること
ができます。

ファイルをスクロールす
る と、 最 初 の 00 バ イ ト
の 固 ま り は 7782 で 終 了
することが分かります ...

... 次の 00 の固まりは
9318 で終了し、... ... 次の 00 バイトの固まりは 10854 で終了します。各レコー

ド、つまり画像データの各行は 1536 バイトで、512 の 3 倍
です。つまり、512 列で 8-8-8 の RGB カラーデータとして
インポート処理すればよいことが分かります。

ファイルヘッダ情報は、
54 バイト目で終了して
います。

バ イ ナ リ フ ァ イ ル の 閲 覧 に
よって得た情報を使ってユーザ
定義のインポートのパラメータ
を設定します。

　ラスタのインポートに関する多くの問題は、インポート
するファイルの内容や構造を見ると簡単に解決できること
があります。周期的な内容の繰り返しは往々にしてデータ
行を示します。ヘッダー情報がどこで終了するか見つける
こともできます。ちょっと計算すれば、画像の行と列が分
かります。

　複数バンドやバンド間のヘッダやトレーラの存在、画像
圧縮のある複雑な形式では、難しさが当然増します。TNT
のラスタインポート処理では幅広い種類の形式や構造を指
定することができます。入力ファイルの中を見ることによ
り、バンド数や行 /列のサイズ、データタイプ、ヘッダや
トレーラのサイズや位置、バイトオーダー、インターリー

ブタイプ等についてより正しく類推することができます。
ファイル中をスクロールして行き、データブロックの始ま
りと終わりのアドレスを確認します。画像の新しい行や列
を暗示するような周期性を注意して探します。行と列の大
きさが分かったら、それらを掛け合わせてファイルサイズ
を比較してみてください。例えばファイルサイズが行 x列
の 3倍に近ければ、インポートする画像には 3つのバンド
(24 ビット ) が含まれていると推測されます。

　ファイルに関して全てを発見できなかったとしても後は
推測でオブジェクトをインポートして、TNT表示すること
ができます。その結果を見て、再度パラメータを変更して、
再インポートします。
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